－　未登録湿地用アンケート質問事項（行政宛）　―
回答年月日：2010年　　月　　日

自治体名：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

回答者氏名：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

所属部署：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

連絡先住所：

（Tel                      Fax                    ）
1　湿地の概要

(1)　湿地の名称：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(2)　湿地のタイプ：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2　湿地に保護区が設定されている場合は，次の質問にお答えください
(1)　保護区の種類・内容：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(2)　保護区の指定年月日：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(3)　保護区の根拠法：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(4)　保護区の根拠法にもとづく湿地の保全・管理
①　保護区の根拠法にもとづく湿地の保全はどのように行われていますか。
②　保護区の根拠法にもとづく湿地の管理はどのように行われていますか。

③　保護区の根拠法は，湿地の保全・管理を行う上で必要・十分な内容を有していますか。（いずれかに○をつけてください）
はい・いいえ
④　③でお答えが「いいえ」の場合は，次の質問にもお答えください。

ⅰ　どのような点が，どのように不十分ですか。
ⅱ　こういう内容の条文が欲しいというものはありますか。あるとしたら，どのような内容の条文が欲しいですか。その理由もあわせてお答えください。
(5)　保護区が設定されているにもかかわらず，ラムサール条約登録湿地の指定ができていない理由はなんですか。特に，保護区の根拠法に問題がある場合は，その点にも触れてご回答ください。
3　湿地に保護区が設定されていない場合は，次の質問にお答えください

(1)　現行法上，保全に努力されている湿地に設定したい保護区はありますか。

（いずれかに○をつけてください）

はい・いいえ

(2)　(1)でお答えが「はい」の場合，どんな法律にもとづく，どんな保護区を設定したいですか。その根拠もあわせてご回答ください。
(3)　(1)でお答えが「いいえ」の場合，どんな効果と内容を持つ保護区を立法化してもらいたいですか。
4　２，３と重複するかもしれませんが，念のため，お尋ねします。ラムサール条約登録湿地の保全と管理，賢明な利用にとって，現行の法制度，政策的対応よりも効果的な方法，より好ましい方法について，ご意見があればお聞かせください。

5　湿地再生について（保護区設定の有無にかかわらずお答えください）
(1)　貴自治体が保全に努力されている湿地に，湿地再生計画または実施されている湿地再生事業はありますか。（いずれかに○をつけてください）
はい・いいえ
（(1)のお答えが「はい」の場合は，以下の質問にもお答えください）

(2)　その再生計画または再生事業はどのようなものですか。（概要でけっこうです）

(3)　その再生事業は自然再生推進法を根拠としていますか。
（いずれかに○をつけてください）

はい・いいえ
(4)　(3)でお答えが「はい」の場合，自然再生推進法は，湿地の再生を行う上で必要・十分な内容を有していますか。（いずれかに○をつけてください）
はい・いいえ
(5)　(4)でお答えが「いいえ」の場合，自然再生推進法のどのような点が，どのように不十分ですか。
(6)　(3)でお答えが「いいえ」の場合，その再生計画または再生事業はどんな法律・制度を根拠に行われていますか。

(7)　その再生計画または再生事業は満足のいくものですか。
（いずれかに○をつけてください）

はい・いいえ
(8)　(7)でお答えが「いいえ」の場合，どこが満足できませんか。

6　水田決議に関連して（保護区設定の有無にかかわらずお答えください）
（注）2008年10月に韓国で開催された第10回ラムサール条約締約国会議では，水田の持つ生物多様性の保全に果たす役割に注目した決議「湿地システムとしての水田における生物多様性の向上」（いわゆる「水田決議」）が採択されました。生物多様性基本法にもとづいて，先般，閣議決定された「生物多様性国家戦略２０１０」においても，「森林や緑地などのネットワークに加えて、氾濫原を含む河川、湖沼、湿原、地下水、湧水、水田などの水系や沿岸域にわたる水循環に着目したネットワークが重要」と指摘されるなど，各所で水田が生物多様性に果たしている役割と，周辺湿地と一体となった保全の必要性が強調されています。あわせて，農業，漁業，林業など一次産業との連携も重要であると指摘されています。
(1)　保全に努力されている湿地の周辺に水田環境はありますか。

（いずれかに○をつけてください）

はい・いいえ
(2)　(1)でお答えが「はい」の場合，その水田環境の規模，現状などの概要についてお答えください。
(3)　(1)でお答えが「はい」の場合，その水田環境を含めたラムサール条約登録指定についてのお考えをお聞かせください。
7　対話・教育・参加・啓発（CEPA）
(注)ラムサール条約締約国会議においては，湿地の保全と賢明な利用を進めていくために，さまざまな人々を対象にした，対話(Communication)，教育(Education)，参加(Participation)，啓発(Awareness)の活動が重視されています。これらの活動は，それぞれの頭文字をとってCEPAと呼ばれています。
(1)　湿地の保全・管理・再生に関して，地域住民の参加をどのように実現していますか。

(2)　CEPA活動のためのグッズ，ツールとしてどのようなものを開発し，使っていますか。該当するものに○をつけてください。

ホームページ，パンフレット，観察センター，研修センター，その他（具体的にお知らせください）
(3)　ラムサール条約が提供している次のツールを活用していますか。該当するものに○をつけてください。

世界湿地の日ツールキット，ラムサール条約公式サイトに掲載されている情報，出版物「ラムサール条約　賢明な利用」，出版物「ハンドブックシリーズ（全１７巻）」，出版物「ラムサール条約マニュアル」
(4)　(3)で○をつけられたツールは，どのように活用していますか。

(5)　CEPA活動をすすめるうえで，どのような課題がありますか。
(6)　環境保全活動・環境教育推進法は，CEPA活動に役立っていますか。
（いずれかに○をつけてください）

はい・いいえ
(7)　(6)でお答えが「はい」の場合，どのように役立っていますか。
(8)　(6)でお答えが「いいえ」の場合，なぜ，役立っていないのですか。
(9)□他のサイトとの情報交換・交流を実施していますか。

（いずれかに○をつけてください）

はい・いいえ
(10) (9)でお答えが「はい」の場合，どのように実施していますか。

ご協力ありがとうございました
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